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(57)【要約】
【課題】ユーザアクセス装置の冗長化された遠隔制御経
路において、現用系の制御経路として適切な制御経路を
効率的に決定する。
【解決手段】本発明の一実施形態の通信システムは、ユ
ーザアクセス装置３と、通信装置５、６を備える。通信
装置のそれぞれは、ユーザアクセス装置との間において
、制御経路を備える。ユーザアクセス装置は、２つの制
御経路において正常であると確認できた１つの制御経路
（０系の制御経路）を現用系の制御経路と決定し、他方
の制御経路（１系の制御経路）を予備系の制御経路と決
定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末のデータ通信網へのアクセスにおいて前記ユーザ端末と通信するユーザアク
セス装置と、
　前記ユーザ端末の前記データ通信網への前記アクセスのために前記ユーザアクセス装置
を前記データ通信網に接続可能な複数の通信装置と、を備え、
　前記複数の通信装置のそれぞれは、前記ユーザアクセス装置との間において、前記ユー
ザアクセス装置を制御するための制御経路を備え、
　前記ユーザアクセス装置は、前記複数の通信装置の制御経路において正常であると確認
できた１つの制御経路を現用系の制御経路と決定し、前記複数の通信装置の制御経路にお
ける他の制御経路を予備系の制御経路と決定する、通信システム。
【請求項２】
　前記ユーザアクセス装置は、前記複数の通信装置の制御経路のそれぞれの正常性確認処
理を行い、最初に正常であると確認できた制御経路を、前記現用系の制御経路と決定する
、請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記ユーザアクセス装置は、前記現用系の制御経路における障害発生の判定に対応して
、前記予備系の制御経路において正常であると確認できた１つの制御経路を新たな現用系
の制御経路と決定する、請求項１又は２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記現用系の通信装置は、前記現用系の制御経路における障害発生の判定に対応して、
自装置の制御経路の状態を現用系から予備系に遷移させる、請求項３に記載の通信システ
ム。
【請求項５】
　前記通信システムは、前記ユーザアクセス装置を管理する管理システムをさらに備え、
　前記複数の通信装置は、前記ユーザアクセス装置に対する制御の指令を、前記管理シス
テムから受信し、
　前記現用の通信装置は前記指令に従って前記ユーザアクセス装置を制御し、
　前記予備系制の通信装置は前記指令を無視し、
　前記現用系の通信装置と前記管理システムとの間の制御経路において障害が発生した場
合に、前記ユーザアクセス装置は、前記予備系の制御経路の１つの制御経路を新たな現用
系の制御経路と決定する、請求項１～４のいずれかに記載の通信システム。
【請求項６】
　前記ユーザアクセス装置は、前記現用系の通信装置に向けて、制御経路を現用系から予
備系に切り替えることを指示するデータユニットを送信する、請求項３、４又は５に記載
の通信システム。
【請求項７】
　前記ユーザアクセス装置及び前記複数の通信装置のそれぞれは、前記現用系の制御経路
及び前記予備系の制御経路の障害監視を行う、請求項１～６のいずれかに記載の通信シス
テム。
【請求項８】
　前記管理システム及び前記複数の通信装置は、それぞれの間の制御経路の障害監視を行
う、請求項５に記載の通信システム。
【請求項９】
　通信システムにおいて、ユーザ端末とデータ通信網との間にあって前記ユーザ端末を前
記データ通信網に接続するためのユーザアクセス装置を制御する方法であって、
　前記ユーザアクセス装置において、前記ユーザアクセス装置へ制御データユニットを伝
送する複数の制御経路のうち、正常であると確認できた１つの制御経路を現用系の制御経
路と決定し、
　前記ユーザアクセス装置において、前記複数の制御経路における前記１つの制御経路以
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外の制御経路を予備系の制御経路と決定し、
　前記現用系の制御経路を介して前記ユーザアクセス装置を制御するための制御データユ
ニットを、前記ユーザアクセス装置に送信する、方法。
【請求項１０】
　前記ユーザアクセス装置において、前記複数の通信装置の制御経路のそれぞれの正常性
確認処理を行い、最初に正常であると確認できた制御経路を、前記現用系の制御経路と決
定する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ユーザアクセス装置において、前記現用系の制御経路における障害発生の判定に対
応して、前記予備系の制御経路において正常であると確認できた１つの制御経路を新たな
現用系の制御経路と決定する、請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記現用系の制御経路及び前記予備系の制御経路の障害監視を行う、請求項９、１０又
は１１に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システム及び通信システムにおけるユーザアクセス装置の制御方法に関
し、特に、ユーザアクセス装置の制御を行うための制御経路冗長化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、イーサネット（登録商標、以下同）回線などを利用したパケット交換網の接続サ
ービスが、通信キャリアにより提供されている。特に、イーサネット技術を用いた専用回
線接続サービスが提供されている。パケット交換網による専用線接続サービスでは、１つ
の物理回線に複数ユーザ回線を論理多重することができる。このような通信ネットワーク
においては、その信頼性の確保及び向上のための技術が重要なものとなっている。
【０００３】
　このため、障害管理及び性能監視の技術であるＯＡＭ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ａｄｍｉ
ｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）の他、２点間の経路を冗長化
し、障害が発生すると現用経路から予備経路に自動的に切替を行うＡＰＳ（Ａｕｔｏｍａ
ｔｉｃ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）が実施されている。イーサネット
技術については、ＯＡＭ及びＡＰＳの技術の標準化行われている。例えば、非特許文献１
、非特許文献２及び非特許文献３は、イーサネットにおけるＯＡＭ及びＡＰＳの技術を規
定している。
【０００４】
　通信経路の冗長化は、２つのキャリア通信網を利用することで行うこともできる。例え
ば、特許文献１は、２つのキャリア通信網を利用し、通信キャリアが他の通信キャリアと
連携し、通信経路の冗長化を行うシステムを開示している。このシステムにおいて、ユー
ザ拠点にキャリアアクセスのための専用装置（ユーザアクセス装置）を設置し、キャリア
切替えを行う。
【０００５】
　特許文献１は、さらに、ユーザアクセス装置の制御経路の冗長化を開示している。ユー
ザアクセス装置は、第１キャリアの通信網の通信装置と、第２キャリアの通信網の通信装
置に接続することができる。ユーザアクセス装置は、第１キャリアの通信装置を介して、
第１キャリアの管理網により管理される。第１キャリアの管理網とユーザアクセス装置が
単一点接続であると、ユーザアクセス装置を直接収容している第１キャリアの通信装置が
故障すると、ユーザアクセス装置は制御不能となる。
【０００６】
　これを回避するため、特許文献１は、ユーザアクセス装置と第１キャリア管理網を多点
接続にすることを提案している。具体的には、ユーザアクセス装置を直接収容する第１キ
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ャリアの通信装置自体を冗長化する方法、第１キャリア管理網から直接第２キャリア通信
装置へ制御フレーム挿入命令を送出する方法、そして、第１キャリアの正常な通信装置に
挿入された制御フレームを、制御対象であるユーザアクセス装置と対向するユーザアクセ
ス装置で折り返す方法を示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－２１９０７９号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｙ．１７３１
【非特許文献２】ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇ
【非特許文献３】ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０３１／Ｙ．１３４２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このように、通信キャリアが通信経路冗長化サービスをユーザに提供する際、ユーザア
クセス装置を収容する通信装置を複数台用い、異なる通信装置を介する異なる制御経路を
用意することで、キャリア管理網とユーザアクセス装置との間の多点接続を実現し、遠隔
制御経路の冗長化を行うことができる。これにより、１つの通信装置における障害によっ
て、ユーザアクセス装置に対するキャリア管理網からの遠隔制御が不能に陥る事を防ぐこ
とができる。
【００１０】
　しかし、制御経路が同一通信キャリアの通信網で冗長化されている場合、１つのユーザ
アクセス装置が少なくとも２つの通信装置に帰属することになる。そのため、複数の通信
装置が同時にユーザアクセス装置の遠隔制御動作を実行し、ユーザアクセス装置の設定の
競合が生じる可能性がある。従って、キャリア管理網からユーザアクセス装置に遠隔制御
による設定を行う際に、冗長化された遠隔制御経路において、ユーザアクセス装置への制
御情報の送信に使用する経路を選択する必要性がある。又、この経路選択においては、適
切な遠隔制御経路を効率的に選択できることが重要である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の通信システムは、ユーザ端末のデータ通信網へのアクセスにおいて前
記ユーザ端末と通信するユーザアクセス装置と、前記ユーザ端末の前記データ通信網への
前記アクセスのために前記ユーザアクセス装置を前記データ通信網に接続可能な複数の通
信装置とを備える。前記複数の通信装置のそれぞれは、前記ユーザアクセス装置との間に
おいて、前記ユーザアクセス装置を制御するための制御経路を備える。前記ユーザアクセ
ス装置は、前記複数の通信装置の制御経路において正常であると確認できた１つの制御経
路を現用系の制御経路と決定し、前記複数の通信装置の制御経路における他の制御経路を
予備系の制御経路と決定する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ユーザアクセス装置の冗長化された遠隔制御経路において、現用系の
制御経路として適切な制御経路を効率的に決定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の通信システムの構成例を模式的に示す図である。
【図２】本実施形態の通信システムが実施する初期状態からの遠隔制御経路選択処理の例
を説明するシーケンスチャートを示す図である。
【図３】本実施形態の通信システムが実施する通信装置とユーザアクセス装置間の遠隔制
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御経路での障害発生時の遠隔制御経路選択処理を説明するシーケンスチャートの例を示す
図である。
【図４】本実施形態の通信システムが実施するキャリア管理網と通信装置間の遠隔制御経
路での障害発生時の遠隔制御経路選択処理を説明するシーケンスチャートの例を示す図で
ある。
【図５】本実施形態の通信システムに流れる通信フレームのフォーマットの例を示す図で
ある。
【図６】本実施形態の通信システムに流れる制御フレームのペイロードフォーマットの例
である。
【図７】本実施形態において、ユーザアクセス装置の構成を模式的に示すブロック図の例
である。
【図８】本実施形態において、遠隔制御経路選択部が実行する初期状態からの遠隔制御経
路判定処理の例を説明するフローチャートである。
【図９】本実施形態において、遠隔制御経路選択部が実行する０系選択状態からの遠隔制
御経路判定処理の例を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下において、本発明を実施するための形態を説明する。説明の明確化のため、以下の
記載及び図面は、適宜、省略及び簡略化がなされている。又、各図面において、同一要素
には同一の符号が付されており、説明の明確化のため、必要に応じて重複説明は省略され
ている。
【００１５】
　図１は、本実施形態のパケット通信システムの一例を模式的に示す図である。本明細書
において、パケット通信システムは、データをデータユニットに分割して転送する通信シ
ステムを意味し、特定の層（データリンク層）におけるデータユニットの通信には限定さ
れない。
【００１６】
　図１に例示する通信システムは、通信キャリアが契約を交わしたユーザに専用線サービ
スを提供するための通信システムであり、ユーザデータ通信を行うキャリア通信網２と、
そのキャリア通信網２におけるデータ通信を管理するためのキャリア管理網１８とを含む
。２つのユーザ拠点のそれぞれのユーザ端末９、１０は、キャリア通信網２に（通信）接
続し、それを介して通信を行う。なお、本明細書においては、明記のない場合、接続は通
信接続を意味し、通信可能につながることを意味する。
【００１７】
　ユーザ端末９、１０が存在している各ユーザ拠点には、ユーザ端末９、１０とキャリア
通信網２との間にあって、ユーザ端末９、１０をキャリア通信網２に接続するためのユー
ザ端末側の装置である、ユーザアクセス装置３、４が配置されている。対向するユーザア
クセス装置３、４は、キャリア通信網２に接続し、それを介してユーザデータの通信を行
う。ユーザアクセス装置３、４は、それぞれ、ユーザ端末９及び１０と配線又は網を介し
て通信を行い、ユーザ端末９及び１０を直接収容している。
【００１８】
　キャリア通信網２においてはユーザデータの通信経路が冗長化されており、ユーザアク
セス装置３は、キャリア通信網２において、２つ以上の通信経路を介して対向のユーザア
クセス装置４と接続する（通信する）ことができる。本例において、ユーザアクセス装置
３、４は、それらの間において、イーサネットでのＯＡＭ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ａｄｍ
ｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ：例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｙ
．１７３１）及びＡＰＳ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｓｗｉｔｃｈｉ
ｎｇ：例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０３１）を実施している。
【００１９】
　通信装置５～８は、ユーザ端末９、１０をキャリア通信網２に接続するための通信網側
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の装置である。通信装置５、６は、それぞれ、データフレーム通信のために、ユーザアク
セス装置３をキャリア通信網２に接続することができる。ユーザアクセス装置３は、それ
らから選択された一方の通信装置との間でユーザフレームを通信する。
【００２０】
　同様に、ユーザアクセス装置４は、キャリア通信網２の通信装置７及び通信装置８にデ
ータフレーム通信のために接続することができ、それらから選択された一方の通信装置と
の間でユーザフレームを通信する。ユーザアクセス装置３、４は、それぞれ、選択された
通信装置において、キャリア通信網２に接続する。ユーザアクセス装置３、４と、通信装
置５～８の通信経路は、物理回線でもよいし通信網でもよい。
【００２１】
　本構成例においては、ユーザアクセス装置３、４の間において、２つの通信経路が用意
されている。現用系の通信経路は、ユーザアクセス装置３、通信装置５、通信装置７、ユ
ーザアクセス装置４を経由する通信経路である。予備系の通信経路は、ユーザアクセス装
置３、通信装置６、通信装置８、ユーザアクセス装置４を経由する通信経路である。一方
の通信経路が現用系として通常使用される。もう一方の経路は予備系であり、現用系での
障害発生に応じて、現用系から予備系に切り替えられる。キャリア通信網２は、これらと
異なる通信経路を用意してもよい。
【００２２】
　本例において、各ユーザアクセス装置３、４は、イーサネットにおけるＯＡＭのＣＣＭ
（Ｃｏｎｅｃｔｉｖｉｔｙ　Ｃｈｅｃｋ　Ｍｅｓｓａｇｅ）フレームにより、キャリア通
信網２の正常性を確認している。
【００２３】
　もし、ユーザアクセス装置が対向ユーザアクセス装置からのＣＣＭフレームを受信でき
ず（ＣＣＭフレーム未受信）、キャリア通信網２の通信断を検出すると、キャリア通信網
２において通信継続可能な通信経路を選択し、ＡＰＳにより経路切り替えを実施する。こ
れにより、ユーザ端末間９、１０間の通信は冗長化され、高信頼な専用線サービスを提供
することができる。以上がユーザフレームに関する経路冗長化方法である。
【００２４】
　さらに、図１に示す通信システムは、ユーザアクセス装置３に対する遠隔での制御経路
を図示してある。ユーザアクセス装置は、通信キャリアから提供されるキャリアアクセス
のための装置であり、通信キャリアにより制御、管理される。キャリア管理網１８におけ
るキャリア管理システム１が、ユーザアクセス装置３を制御する。
【００２５】
　本実施形態の通信システムにおいては、ユーザアクセス装置３、４の遠隔制御経路も、
冗長化されている。これらの構成は同様であり、以下においては、ユーザアクセス装置３
の遠隔制御経路について説明する。なお、ユーザアクセス装置３の遠隔制御経路のみが冗
長化されていてもよい。
【００２６】
　ユーザアクセス装置３と通信装置５の間及びユーザアクセス装置３と通信装置６と間に
、遠隔制御経路が設定されている。キャリア管理システム１は、通信装置５、６を介して
制御フレームをユーザアクセス装置３に送信することができ、ユーザアクセス装置３を制
御することができる。本構成例においては、キャリア管理システム１は、ユーザデータと
同一の通信網を用いたＩｎ－Ｂａｎｄでの遠隔制御を行う。
【００２７】
　キャリア管理システム１は、ユーザアクセス装置３の遠隔制御を、ユーザアクセス装置
３が帰属している通信装置全てに指示する。つまり、キャリア管理システム１は、ユーザ
アクセス装置３の制御を指示する制御フレームを通信装置５、６に送信する。制御フレー
ムを受信した通信装置５、６の双方がユーザアクセス装置３の制御を行うことを避けるた
め、通信装置５の制御経路及び通信装置６の制御経路の内の一方を、選択することが必要
である。
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【００２８】
　本実施形態においては、ユーザアクセス装置３が、冗長化された遠隔制御経路のうち、
１つの制御経路を現用系の制御経路として選択するする。又、ユーザアクセス装置３は、
正常性を確認できた１つの制御経路を、現用系の制御経路として選択する。このように、
ユーザアクセス装置３が１つの制御経路を現用系と決定し、他の制御経路を予備系と決定
することで、正常な制御経路を効率的に選択することができる。
【００２９】
　本構成例において、ユーザアクセス装置３と通信装置５は、そして、ユーザアクセス装
置３と通信装置６は、それらの間の遠隔制御経路において、イーサネットレベルのＯＡＭ
を実施している。ユーザアクセス装置３と通信装置５及びユーザアクセス装置３と通信装
置６は、ＣＣＭフレームにより、遠隔制御経路の正常性を確認している。
【００３０】
　好ましい構成において、ユーザアクセス装置３は、接続されている各通信装置５、６間
のＣＣＭフレームの受信監視を行い、先に正常性を確認できた遠隔制御経路を現用系（Ａ
ＣＴ）、後に正常性を確認できた遠隔制御経路を予備系（ＳＢＹ）と決定する。先に正常
性を確認できた遠隔制御経路を現用系として選択することで、処理に長い時間がかかるこ
とを避け、迅速に遠隔制御を開始（遠隔制御経路を決定）することができる。
【００３１】
　ユーザアクセス装置３は、さらに、遠隔制御経路選択結果を装置ベンダ独自のメッセー
ジ交換を実現するＶＳＰ（Ｖｅｎｄｏｒ　Ｓｐｅｃｃｉｆｉｃ　ＯＡＭ）を用いた制御フ
レームにより、各通信装置５、６に遠隔制御経路の選択結果（決定結果）の通知１０２３
、１０３３を送信する。
【００３２】
　上述のように、キャリア管理システム１からのユーザアクセス装置３への遠隔制御指示
は、通信装置５及び通信装置６になされる。図１に示す例において、ユーザアクセス装置
３は、通信装置５の遠隔制御経路を、現用系として選択している。典型的には、遠隔制御
における現用系の通信装置は、ユーザデータ通信の現用系の通信装置と一致する。これら
は異なっていてもよい。
【００３３】
　このように、通信キャリアの通信装置５からの遠隔制御経路（０系経路とする）がＡＣ
Ｔの場合、通信装置５は、キャリア管理システム１からユーザアクセス装置３への制御フ
レーム挿入命令を受けると、ユーザアクセス装置３宛にリクエスト制御フレーム１０２４
を送信する。
【００３４】
　このリクエスト制御フレーム１０２４のペイロードは、宛先アドレスとなっている装置
が本フレームを終端するという情報を含む。リクエスト制御フレーム１０２４の内容は、
キャリア管理システム１が指示する。リクエスト制御フレーム１０２４を受信したユーザ
アクセス装置３は、その制御フレームを解析する。
【００３５】
　ユーザアクセス装置３は、そのリクエスト制御フレーム１０２４が自宛であること、さ
らにはその制御フレームが終端であることを確認すると、そのリクエスト制御フレーム１
０２４を終端し、装置設定等の反映を行う。ユーザアクセス装置３は、リクエスト制御フ
レーム１０２４への応答として、レスポンス制御フレーム１０２５を、通信装置５宛に送
信する。
【００３６】
　一方、キャリアの通信装置６からの遠隔制御経路（１系経路とする）は予備系（ＳＢＹ
）である。通信装置６はキャリア管理システム１からユーザアクセス装置３への制御フレ
ーム挿入命令を受けても、その命令を無視し、制御フレームのユーザアクセス装置３への
送信処理を行わない。
【００３７】
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　このように、冗長化された遠隔制御経路において、ユーザアクセス装置３が正常である
ことを確認できた１つの遠隔制御経路（０系経路）をＡＣＴ系経路として選択し、他の遠
隔制御経路（１系経路）をＳＢＹ系経路として選択することで、ユーザアクセス装置３の
二重設定及び競合設定を防止すると共に、ユーザアクセス装置３の制御に適切な遠隔制御
経路を効率的に選択することができる。
【００３８】
　次に、図２を用いて、本実施形態の通信システムにおける、ＣＣＭフレームを使用した
ユーザアクセス装置３の遠隔制御経路選択の概要を説明する。図２は、本実施形態の通信
システムにおける、遠隔制御経路選択の処理を示すシーケンス図である。
【００３９】
　ユーザアクセス装置３は、通信キャリアの管理下にある。まず、キャリア管理システム
１は、各通信装置５、６に対するユーザアクセス装置登録処理（１０００）を行う。その
処理において、キャリア管理システム１は、通信装置５、６のそれぞれに、登録コマンド
を送信する（１０１１、１０１３）。
【００４０】
　登録コマンドを受信した各通信装置５、６は、受信した登録コマンドに含まれるユーザ
アクセス装置３の情報を自身の記憶装置に登録する。これにより、ユーザアクセス装置３
は、通信装置５、６に収容されるユーザアクセス装置として、それらに登録される。通信
装置５、６は、それぞれ、受信した登録コマンドへの応答として、登録コマンド応答をキ
ャリア管理システム１に送信する（１０１２、１０１４）。
【００４１】
　その後、通信装置５、６は、それぞれ、登録されたユーザアクセス装置３宛のＣＣＭフ
レームの送信を行い（１０２１、１０３１）、ユーザアクセス装置３からのＣＣＭフレー
ム応答を監視することで遠隔制御経路の正常性監視を行う。
【００４２】
　ユーザアクセス装置３の初期状態１０４０は、遠隔制御経路が未設定状態である。同様
に、通信装置５、６も、遠隔制御経路が未設定状態である。通信装置５、６は、遠隔制御
経路の設定前は、ＳＢＹ系の状態にあってもよい。
【００４３】
　ユーザアクセス装置３は、この状態で自宛のＣＣＭフレームを受信することにより、新
たな遠隔制御経路の決定処理を開始する。具体的には、ユーザアクセス装置３は、自宛の
ＣＣＭフレーム（１０２１、１０３１）の受信監視を行い、通信装置５との間の遠隔制御
経路の正常性及び通信装置６との間の遠隔制御経路の正常性を確認する。
【００４４】
　例えば、ユーザアクセス装置３は、自宛の同一のＣＣＭフレームを、Ｎ回（一例におい
てＮ＝５）連続受信した場合に、通信装置との遠隔制御経路が確立し、正常であると判定
する。図２の例において、ユーザアクセス装置３は、通信装置５及び通信装置６の双方か
ら連続したＮ回のＣＣＭフレームを受信し（１０４１）、通信装置５と間の遠隔制御経路
及び通信装置６との間の遠隔制御経路の双方が正常であると判定する。
【００４５】
　ユーザアクセス装置３は、次に、遠隔制御経路の確立した順序（正常と判定した順序）
に従って、最初に確立した遠隔制御経路をＡＣＴ系の遠隔制御経路として選択する（１０
４２）。本例においては、０系の遠隔制御経路が先（最初）に確立したものとしている。
ユーザアクセス装置３は、後から確立した他の遠隔制御経路、本例において１系の遠隔制
御経路を、ＳＢＹ系の遠隔制御経路と決定する。
【００４６】
　ユーザアクセス装置３は通信装置５、６間で確立した各遠隔制御経路に対し、ＣＣＭフ
レームを応答する（１０２２、１０３２）とともに、遠隔制御経路の選択結果を、ＶＳＰ
を用いた制御フレームにより各通信装置５、６に通知する。本例では、０系の遠隔制御経
路が先に確立しているので、ユーザアクセス装置３は、通信装置５に制御フレームにより
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制御経路通知（ＡＣＴ）を送信し（１０２３）、通信装置６には制御フレームにより制御
経路通知（ＳＢＹ）を送信する（１０３３）。
【００４７】
　通信装置５は、例えば、ユーザアクセス装置３から自宛のＣＣＭフレームを連続Ｍ回（
一例においてＭ＝５）受信した場合に（１０２２）、ユーザアクセス装置３との間の遠隔
制御経路が確立したと認識する（１０２０）。通信装置５は、さらに、ユーザアクセス装
置３から制御経路通知（ＡＣＴ）を受信する（１０２３）ことにより、自装置からの遠隔
制御経路がＡＣＴ系であることを認識する（１０２７）。
【００４８】
　自装置からの遠隔制御経路がＡＣＴ系であることを認識した通信装置５は、キャリア管
理システム１からユーザアクセス装置３に対する遠隔制御情報を反映したリクエスト制御
フレームを、ユーザアクセス装置３に送信する（１０２４）。
【００４９】
　ユーザアクセス装置３は通信装置５からリクエスト制御フレームを受信し、その受信し
たリクエスト制御フレームを終端する。ユーザアクセス装置３はリクエスト制御フレーム
への応答として、通信装置５宛てのレスポンス制御フレームを送信する（１０２５）。通
信装置５は、ユーザアクセス装置３から受信したレスポンス制御フレームを終端し、キャ
リア管理システム１へ、ユーザアクセス装置３の登録が正常に終了したことを通知する（
１０２６）。
【００５０】
　通信装置６は、通信装置５と同様に、ユーザアクセス装置３から自宛の同一ＣＣＭフレ
ーム１０３２をＭ回（一例においてＭ＝５）連続受信した場合に、ユーザアクセス装置３
との間の遠隔制御経路が確立したと認識する（１０３０）。さらに、通信装置６は、ユー
ザアクセス装置３から制御経路通知（ＳＢＹ）を受信することにより（１０３３）、自装
置からの遠隔制御経路がＳＢＹ系であることを認識する（１０３５）。
【００５１】
　自らの遠隔制御経路がＳＢＹ系であると認識した通信装置６は、キャリア管理システム
１からユーザアクセス装置３に対する遠隔制御情報の反映処理（遠隔制御情報を反映した
リクエスト制御フレームの送信）を行うことなく、キャリア管理システム１へユーザアク
セス装置の登録が正常に終了したことを通知する（１０３４）。
【００５２】
　上述のように、現用系の遠隔制御回路の設定の処理は、ユーザアクセス装置３並びに通
信装置５、６の間においてなされ、キャリア管理システム１の関与が不要である。又、キ
ャリア管理システム１は、ユーザアクセス装置３の制御において、現用系の経路を知る必
要がない。これにより、システム全体及びキャリア管理システム１の処理を低減すること
ができる。
【００５３】
　上記説明から理解されるように、ユーザアクセス装置３は、２つの遠隔制御経路の双方
（全て）の正常性確認を行うことができる。２つの遠隔制御経路の正常性を直接に確認す
るユーザアクセス装置３がＡＣＴ系の遠隔制御経路の選択を行うことで、効率的に現用系
遠隔制御経路の選択を行うことができる。
【００５４】
　上処理において、通信装置５、６は、それぞれ、ユーザアクセス装置３からの指示に従
って、その遠隔制御経路をＡＣＴ系の状態又はＳＢＹ系の状態に設定する。各遠隔制御経
路の状態を決定するのはユーザアクセス装置３であるので、ユーザアクセス装置３が設定
を各通信装置５、６に通知するのが効率的である。設計によっては、他の装置、例えば、
一方の通信装置が他方の通信装置に遠隔制御経路の状態を指示してもよい。
【００５５】
　上述のように、ユーザアクセス装置３は、最も早く正常性が確認された遠隔制御経路を
、現用系の経路と決定することが好ましい。設計によっては、各遠隔制御経路に、予め優



(10) JP 2012-129864 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

先度が付与されていてもよい。例えば、ユーザアクセス装置３は、規定時間内に正常性を
確認することができた遠隔制御経路において、最も優先度が高い経路をＡＣＴ系の経路と
して選択する。
【００５６】
　上記例において、通信装置５、６は、キャリア管理システム１にユーザアクセス装置の
登録が正常に終了したことを通知するが、これに加えて、遠隔制御についての自装置の状
態を通知してもよい。上記例において、通信装置５はそれがＡＣＴ状態であることを通知
し、通信装置６はそれがＳＢＹ状態であることを通知する。
【００５７】
　ユーザアクセス装置３との制御経路が確立する前の初期状態において、通信装置５、６
がＳＢＹ系の状態である場合、ユーザアクセス装置３は、ＡＣＴ系と決定した制御経路の
通信装置にのみ状態設定の指示を行い、それ以外の予備系と決定した制御経路の通信装置
への状態設定の指示を省略してもよい。そのような構成においても、現用系制御経路とし
て使用しない通信装置がＡＣＴ形の状態であることを確実に避けるため、ユーザアクセス
装置３は、予備系の通信装置を含む全ての通信装置に状態設定の指令を送信してもよい。
【００５８】
　次に、図３のシーケンス図を用いて、通信装置とユーザアクセス装置との間の遠隔制御
経路において障害が発生した場合に、本実施形態の通信システムが行う遠隔制御経路選択
の概要を説明する。ユーザアクセス装置３は、通信装置５との現用系（ＡＣＴ系）の遠隔
制御経路において障害が発生すると、正常性が確認された他の遠隔制御経路（通信装置６
との間の制御経路）に、現用系の遠隔制御経路を切り替える。
【００５９】
　図３に示すように、ユーザアクセス装置３は０系選択状態（１１４０）、通信装置５（
の遠隔制御経路）はＡＣＴ状態（１１２０）、そして、通信装置６（の遠隔制御経路）は
ＳＢＹ状態（１１３０）にある。各通信装置５、６とユーザアクセス装置３は、ＣＣＭフ
レームを周期的に交換している（１１２３、１１３２、１１２４、１１３３）。所定期間
（所定数の周期）にわたりＣＣＭフレームを受信しないと、通信装置５、６及びユーザア
クセス装置３は、制御経路において障害が起きていると判定する。
【００６０】
　例えば、ユーザアクセス装置３は、通信装置５又は通信装置６から自宛の同一ＣＣＭフ
レームを連続Ｌ回（一例においてＬ＝３）受信しなかった場合（１１５０）、ユーザアク
セス装置３は、ＬＯＣ（Ｌｏｓｓ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ）が発生したと判定し、
その通信装置との遠隔制御経路に障害が存在していると判定する（障害検知）。
【００６１】
　本例においては、ユーザアクセス装置３は、通信装置５から連続３回のＣＣＭフレーム
を受信しなかったため、遠隔制御経路の０系でＣＣＭフレーム未受信を検出し、それに応
じて０系遠隔制御経路の障害を認識する（１１４１）。
【００６２】
　ユーザアクセス装置３は、予備系の遠隔制御経路である１系の遠隔制御経路が正常であ
ることを確認し、使用する遠隔制御経路（現用系遠隔制御経路）を、０系遠隔制御経路か
ら１系遠隔制御経路へ切り替える（１１４２）。上述のように、ユーザアクセス装置３は
、通信装置６とＣＣＭフレームを定期的に通信することで、その制御経路である１系の遠
隔制御経路が正常であることを確認している。
【００６３】
　次に、ユーザアクセス装置３は、制御フレームにより、通信装置６に制御経路通知（Ａ
ＣＴ）を送信する（１１３４）。ユーザアクセス装置３は、さらに、通信装置５に向けて
制御経路通知（ＳＢＹ）の送信（通信装置５宛ての制御経路通知（ＳＢＹ）の出力）を行
う（１１２５）。この制御経路通知（ＳＢＹ）は、障害のために、通信装置５に届かなく
ともよい。
【００６４】
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　通信装置５、６も、それぞれ、ユーザアクセス装置３と同様に、自宛の同一ＣＣＭフレ
ームを連続Ｌ回（一例においてＬ＝３）受信しなかった場合、ＬＯＣの発生と認識し、ユ
ーザアクセス装置３との遠隔制御経路に障害が発生したと判定する。
【００６５】
　通信装置５は、ＣＣＭフレーム未受信検出により、自装置からの遠隔制御経路の障害を
認識し（１１２１）、キャリア管理システム１に通信警報発生通知を送信する（１１２６
）。さらに、通信装置５は、自装置の遠隔制御経路をＡＣＴ系からＳＢＹ系に状態遷移（
１１２２）。
【００６６】
　一方、通信装置６は、ユーザアクセス装置３から制御フレームを受信する（１１３４）
。通信装置６は、この制御フレームにより、自装置からの遠隔制御経路がＳＢＹ系からＡ
ＣＴ系に切り替わることを認識する。通信装置６は、その遠隔制御経路の状態をＳＢＹ系
からＡＣＴ系に遷移させる（１１３１）。
【００６７】
　以降、通信装置６は、キャリア管理システム１からの遠隔制御指示に従って、ユーザア
クセス装置３を制御する。以上が通信装置とユーザアクセス装置と間の遠隔制御経路にお
いて障害が発生した時の、遠隔制御経路選択（切替）の方法である。これにより、通信装
置とユーザアクセス装置との間で障害が発生しても、ユーザアクセス装置３に対するキャ
リア管理システム１からの遠隔制御が不能に陥る事を防ぐことができる。また、遠隔制御
経路の切替におけるキャリア管理システム１の関与を不要とすることができる。
【００６８】
　上述のように、制御経路における障害が発生した（を検知した）通信装置５は、他装置
からの指示なくとも、自らＡＣＴ系の状態からＳＢＹ系の状態に変化する。制御経路にお
いて障害が発生している場合、一般的に、ユーザアクセス装置３から指令は通信装置５に
届かない。通信装置５が自らＳＢＹ系の状態に変化することで、障害が除去され制御経路
が回復した場合に、ユーザアクセス装置３の二重設定や競合設定をより確実に防止するこ
とができる。
【００６９】
　上記構成において、ユーザアクセス装置３が、制御経路の切替及びその切替先を決定す
る。ユーザアクセス装置３は各制御経路の状態（障害の有無）を知っているため、効率的
かつ迅速に制御経路切替処理を行うことができる。同様に、ユーザアクセス装置３が通信
装置６に指令を行うことを効率的かつ迅速に制御経路切替処理を行うことができる。設計
によっては、他の装置が通信装置６に指令をしてもよい。
【００７０】
　設計によっては、通信装置５はＡＣＴ系の状態を維持する又はキャリア管理システム１
からの指令に従ってＳＢＹ系の状態に遷移してもよい。しかし、二重設定及び競合設定を
確実に防ぎ、キャリア管理システム１の処理を不要とするためには、通信装置５が自ら状
態遷移を行うことが好ましい。
【００７１】
　上記構成において、ユーザアクセス装置３は、その制御経路（通信装置５を含む）にお
いて障害が発生した通信装置５に向けて、制御経路通知（ＳＢＹ）を送信する。これによ
り、何らかの原因により通信装置５がＡＣＴ系の状態を維持し、その後の障害復旧により
二重設定や競合設定が起きる可能性を、より小さくすることができる。
【００７２】
　上述のように、ユーザアクセス装置３は、ＡＣＴ系の通信装置５との間の制御経路のみ
ならず、ＳＢＹ系の通信装置６との間の制御経路において、常時障害監視を行うことが好
ましい。これにより、ＡＣＴ系の制御経路において障害が発生した場合に、使用する遠隔
制御経路を、即座にＳＢＹ系の制御経路に切り替えることができる。
【００７３】
　通信装置５、６は、遠隔制御経路の状態を変更した場合、それをキャリア管理システム
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１に通知してもよい。３以上の遠隔制御経路が用意されている場合、ユーザアクセス装置
３は、ＳＢＹ系の任意の制御経路を切替先として選択することができる。遠隔制御経路に
優先度が予め付与されている場合には、最も優先度が高い制御経路を選択する。
【００７４】
　次に、図４のシーケンス図を用いて、キャリア管理網と通信装置と間において障害が発
生した時に、本実施形態の通信システムが行う、ユーザアクセス装置３に対する遠隔制御
経路選択（切替）の概要を説明する。各通信装置５、６は、キャリア管理システム１に対
し監視フレームを送信し、さらに、その折り返しを確認することで、キャリア監視網１と
各通信装置５、６との間の制御経路における障害発生を検知することができる。
【００７５】
　図４に示すように、ユーザアクセス装置３は０系選択状態１２４０、通信装置５の制御
経路がＡＣＴ状態１２２０、通信装置６ＳＢＹ系状態１２３０であるとする。通信装置５
、６は、それぞれ、キャリア管理システム１に対する監視フレームを定期的に送信し（１
２２５、１２３３）、その折返しを確認することで、それぞれの制御経路の正常性を確認
する（１２２１、１２３１）。
【００７６】
　ＡＣＴ系の通信装置５は、通信障害１２５０等により監視フレームの折り返しを検出で
きなかった場合（１２２２）、通信装置５とキャリア管理システム１と間の遠隔制御経路
において、障害が発生したと判定する（１２２３）。
【００７７】
　障害が発生したと判定した通信装置５は、ユーザアクセス装置３に対する遠隔制御経路
の切替指示情報を反映したリクエスト制御フレームを、ユーザアクセス装置３に送信する
（１２２６）。ユーザアクセス装置３は、受信したリクエスト制御フレームを終端する（
１２２６）。さらに、その応答として、通信装置５宛てのレスポンス制御フレームを送信
する（１２２７）。
【００７８】
　ユーザアクセス装置３は、予備系の遠隔制御経路である１系の遠隔制御経路が正常であ
ることを確認し、使用する遠隔制御経路（現用系遠隔制御経路）を、０系遠隔制御経路か
ら１系遠隔制御経路へ切り替える（１２４１）。上述のように、ユーザアクセス装置３は
、通信装置６とＣＣＭフレームを定期的に通信することで、その制御経路である１系の遠
隔制御経路が正常であることを確認している。
【００７９】
　次に、ユーザアクセス装置３は、制御フレームにより、通信装置６に制御経路通知（Ａ
ＣＴ）を送信する（１２３３）。ユーザアクセス装置３は、さらに、通信装置５に制御経
路通知（ＳＢＹ）を送信する（１２２８）。通信装置５は、ユーザアクセス装置３からの
制御フレームを受信すると（１２２８）、自装置からの遠隔制御経路をＡＣＴ系からＳＢ
Ｙ系に状態を遷移させる（１２２４）。
【００８０】
　通信装置６は、ユーザアクセス装置３からの制御フレームの受信（１２３３）により、
自装置からの遠隔制御経路がＳＢＹ系からＡＣＴ系に切り替わることを認識する。通信装
置６は、遠隔制御経路をＳＢＹ系からＡＣＴ系に状態を遷移させる（１２３２）。以降、
通信装置６は、キャリア管理システム１からのユーザアクセス装置３に対する遠隔制御指
示に従って、ユーザアクセス装置３を制御する。
【００８１】
　以上が、キャリア管理網と通信装置と間の遠隔制御経路において障害が発生した場合の
、遠隔制御経路選択の方法である。キャリア管理網と通信装置と間のＡＣＴ系の経路にお
いて障害が発生した場合に、正常なＳＢＹ系の経路に切り替えることで、その障害により
ユーザアクセス装置３に対するキャリア管理システム１からの遠隔制御が不能に陥る事を
防ぐことができる。
【００８２】
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　上記構成においては、障害を検知した通信装置５からの指示に従って、ユーザアクセス
装置３が、各通信装置５、６に制御経路の状態遷移を指示する。図３を参照して説明した
シーケンスのように、通信装置５は、自らその状態を切り替えてもよい。その場合におい
ても、ユーザアクセス装置３は制御経路通知（ＳＢＹ）を通信装置５へ送信してもよい。
これにより、図３のシーケンスと同様の工程となる。通信装置６への指令をユーザアクセ
ス装置３が行うことは他のシーケンスと共通しており、全体の処理がシンプルとなる。設
計によっては、通信装置５又はキャリア管理システム１が通信装置６へ指示してもよい。
【００８３】
　上述のように、ＡＣＴ系の通信装置５のみならず、ＳＢＹ系の通信装置６もキャリア管
理システム１との間の制御経路において、常時障害監視を行うことが好ましい。これによ
り、ＡＣＴ系の制御経路において障害が発生した場合に、使用する遠隔制御経路を、即座
にＳＢＹ系の制御経路に切り替えることができる。通信装置６においても障害が発生して
いる場合、通信装置６はユーザアクセス装置３からの制御フレームの受信（１２３３）に
応答して、その旨を返答してもよい。又は、障害の発生を、予めユーザアクセス装置３に
通知しておいてもよい。
【００８４】
　３以上の遠隔制御経路が用意されている場合、ユーザアクセス装置３は、正常な遠隔制
御経路から任意の１つの制御経路を選択することができる。予め各制御経路の障害情報を
取得している場合、その情報を参照して、正常な遠隔制御経路から１つの制御経路を選択
する。各遠隔制御経路に優先度が付与されている場合は、優先度が最も高い正常な制御経
路を選択する。通信装置５、６は、遠隔制御経路の状態を変更した場合、それをキャリア
管理システム１に通知してもよい。
【００８５】
　以下において、図５及び図６を参照して、本実施形態の通信システムにおける、通信フ
レームのフォーマット例を説明する。ここで説明する通信フレームは、制御経路通知（Ａ
ＣＴ）、制御経路通知（ＳＢＹ）、リクエスト制御フレーム、レスポンス制御フレームを
含む。
【００８６】
　図５に例示するように、本通信システムで使用されるフレームの一例は、宛先ＭＡＣア
ドレス４０１、送信元ＭＡＣアドレス４０２、ＶＬＡＮヘッダ４０３、後続ヘッダの種類
を示すイーサタイプ値４０４からなるＭＡＣヘッダ、ペイロード４０５、そして、フレー
ムチェックシーケンス（ＦＣＳ）４０６とからなる。
【００８７】
　宛先ＭＡＣアドレス４０１と送信元ＭＡＣアドレス４０２には、それぞれ、ユーザ端末
９、１０、ユーザアクセス装置３、４、通信装置５～８、のいずれか１つのＭＡＣアドレ
スが設定される。ＶＬＡＮヘッダ４０３は、フロー識別子となるＶＬＡＮ　ＩＤの値（Ｖ
ＩＤ♯）を示している。
【００８８】
　図６は、図５を参照して説明した制御フレームのペイロード４０５のフォーマットの一
例を示している。上述のように、本通信システムにおいて、ユーザアクセス装置３、８、
さらには通信装置５～８は、イーサネット用のＯＡＭ及びＡＰＳを実施可能な装置である
。
【００８９】
　イーサネットＯＡＭには、上述のＣＣＭフレームや、障害発生を他装置に通知するＡＩ
Ｓ（Ａｌａｒｍ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）などの他に、装置ベンダ独自の
メッセージ交換を実現するＶＳＰ（Ｖｅｎｄoｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＯＡＭ）が定義さ
れている。ＶＳＰは、ベンダ独自の目的に使用可能であるため、本通信システムの遠隔制
御には本ＶＳＰを用いることができる。このため、制御フレームはＶＳＰのフォーマット
となる。
【００９０】
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　制御フレームのペイロード４０５は、本例において、ＭＥＧ（Ｍａｉｎｔｅｎａｃｅ　
Ｅｎｔｉｔｙ　Ｇｒｏｕｐ）レベル４０５１と、Ｖｅｒｓｉｏｎ：４０５２と、ＯｐＣｏ
ｄｅ：４０５３と、フラグ４０５４と、ＴＬＶオフセット４０５５と、ＯＵＩ（Ｏｒｇａ
ｎｉｚａｔｉｏｎａｌｌｙ　Ｕｎｉｑｕｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）４０５６と、Ｓｕｂ
ＯｐＣｏｄｅ４０５７と、ＴＬＶ（制御情報）４０５８と、Ｅｎｄ　ＴＬＶ４０５９とか
らなる。
【００９１】
　ＭＥＧレベル４０５１には、キャリアが決定するＯＡＭを実施するレベルが設定され、
Ｖｅｒｓｉｏｎ４０５２には、ＯＡＭのバージョンを設定する。また、ＯｐＣｏｄｅ４０
５３には、ＯＡＭメッセージの種類を示す値を設定する。ＶＳＰの場合、ＶＳＭ（ＶＳＰ
 Ｍｅｓｓａｇｅ：リクエスト制御フレーム）は"５１"、ＶＳＲ（ＶＳＰ　Ｒｅｐｌｙ：
レスポンス制御フレーム）は"５０"が設定される。フラグ４０５４は、ベンダが独自に使
用可能な領域であり、勧告ではその内容は決められていない。
【００９２】
　ＴＬＶオフセット４０５５は、ＴＬＶまでの固定領域の長さを示し、ベンダが独自に決
定可能であるが、例えば、ＯＵＩ４０５６とＳｕｂＯｐＣｏｄｅ４０５７の長さを足した
値"４"が設定される。ＯＵＩ４０５６は、組織（ベンダ）ＩＤを示し、勧告ではその値は
定義されていないが、一例において、"０"が設定される。
【００９３】
　ＳｕｂＯｐＣｏｄｅ４０５７は、ＶＳＰフレームの種類を示し、勧告ではその内容は定
義されていないが、本システムでは制御フレームの転送処理方法を示すフィールドとして
用いる。終端であれば"０"、折返しであれば"１"が設定される。本システムでは、上記以
外の値はＳｕｂＯｐＣｏｄｅ４０５７には設定されない。ＴＬＶ４０５８は、制御フレー
ムのペイロードであり、ベンダが自由に使用可能であるが、本システムでは制御情報が格
納される。最後にＥｎｄ　ＴＬＶ４０５９は、制御フレームのペイロードの最後であるこ
とを示し、"０"が設定される。
【００９４】
　次に、図７を参照して、ユーザアクセス装置３の構成を説明する。図７は、ユーザアク
セス装置３の構成を模式的に示す図である。ユーザアクセス装置３は、通信装置ＩＦ部１
００ａ、１００ｂ、遠隔制御経路判定部１１、コマンド選択部１２、コマンド処理部１３
、装置警報収集部１４、ユーザフレーム選択部１５～１６、ユーザ端末ＩＦ部１７を備え
ている。
【００９５】
　通信装置ＩＦ部１００ａ、１００ｂは、通信装置との間で信号を送受信するためのイン
タフェースである。ユーザアクセス装置３は、冗長構成のため、０系の通信装置ＩＦ部１
００ａと１系の通信装置ＩＦ部１００ｂを備えている。通信装置ＩＦ部１００ａ、１００
ｂにおいて、同一の名称の構成要素は同一の機能を備える。以下においては、通信装置Ｉ
Ｆ部１００ａについて説明する。
【００９６】
　通信装置ＩＦ部１００ａにおいて、イーサネットＩＦ部１０１ａは、ユーザフレームと
イーサネットＯＡＭフレームとの送受信を行う機能を有する。受信部１０５ａは、イーサ
ネットＩＦ部１０１ａから受信したフレームがユーザフレームであるか制御フレームであ
るかを判別し、ユーザフレームであればユーザフレーム選択部１６へ送出し、制御フレー
ムであれば制御フレーム終端部１０４へ送出する機能を有する。
【００９７】
　制御フレーム終端部１０４ａは、受信した制御フレームを終端し、通信装置からの遠隔
制御指示コマンドをコマンド選択部１２に送信する機能と、自宛のＣＣＭフレームの受信
監視を行いＬＯＣ検出、又ＯＡＭのＲＤＩ（Ｒｅｍｏｔｅ　Ｄｅｆｅｃｔ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）フレーム検出機能を有する。
【００９８】
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　制御フレーム生成部１０３ａは、通信装置への通知もしくは応答するための制御フレー
ムの生成を行い、送信部１０２ａに送信する機能を有する。送信部１０２ａは、ユーザフ
レーム選択部１５及び制御フレーム生成部１０３ａより受信したフレームを多重し、イー
サネットＩＦ部１０１ａへ送信する機能を有する。
【００９９】
　以下において、通信装置ＩＦ部１００ａ、１００ｂ以外の構成要素について説明する。
遠隔制御経路判定部１１は、制御フレーム終端部１０４ａ、１０４ｂ及び装置警報収集部
１４より取得した情報を基に遠隔制御経路の選択を行い、選択結果を制御フレーム生成部
１０３及びコマンド選択部１２に送信する機能を有する。
【０１００】
　コマンド選択部１２は、制御フレーム終端部１０４ａ、１０４ｂより送信された遠隔制
御指示コマンドを、遠隔制御経路判定部１１からの指示により選択を行い、コマンド処理
部１３に送信する機能を有する。コマンド処理部１３は、コマンド選択部１２から受信し
た遠隔制御指示コマンドの終端を行う機能を有する。
【０１０１】
　装置警報収集部１４は、ユーザアクセス装置３の物理ポートのリンク状態を監視し、装
置警報収集を行う機能を有する。ユーザフレーム選択部１５は、ユーザ端末ＩＦ部１７か
ら受信したユーザフレームを、装置設定に従って選択された系の送信部（１０２ａ又は１
０２ｂ）に送信する機能を有する。
【０１０２】
　ユーザフレーム選択部１６は、受信部１０５ａ、１０５ｂから受信したユーザフレーム
において、装置設定に従って選択した系のユーザフレームをユーザ端末ＩＦ部１７に送信
する機能を有する。ユーザ端末ＩＦ部１７は、ユーザ端末との間で信号を送受信するため
のインタフェースであり、ユーザフレームの送受信を行う機能を有する。
【０１０３】
　次に、図８フローチャートを参照して、初期状態のユーザアクセス装置３が、ＡＣＴ系
の遠隔制御経路を選択する処理（各制御経路の状態を決定する処理）を説明する。この処
理は、図２を参照して説明したシーケンスに適用することができる。ユーザアクセス装置
３における遠隔制御経路判定部１１が、この選択処理（判定処理）を実行する。
【０１０４】
　図８は、遠隔制御経路判定部１１による初期状態の遠隔制御経路判定処理２００のフロ
ーチャートを示している。遠隔制御経路判定部１１は、制御フレーム終端部１０４ａ、１
０４ｂからの情報（正常時ＬＯＣ、ＲＤＩ発生無、故障時ＬＯＣ、ＲＤＩ発生有）及び装
置警報収集部１４からの情報（正常時物理ポートリンクアップ、故障時物理ポートリンク
ダウン）から、正常故障情報を取得する（Ｓ２０１）。
【０１０５】
　遠隔制御経路判定部１１は、取得した正常故障情報により、遠隔制御経路の判定を行う
。具体的には、まず、０系の遠隔制御経路（通信装置５との間の制御経路）の正常性確認
を行う（Ｓ２０２）。０系の遠隔制御経路が正常である場合（Ｓ２０２におけるＹＥＳ）
、遠隔制御経路判定部１１は、０系を遠隔制御経路として選択し、制御フレーム生成部１
０３に制御フレーム生成を指示する（Ｓ２０３）。さらに、遠隔制御経路判定部１１は、
コマンド選択部１２に、０系選択の指示を行う（Ｓ２０４）。その後、遠隔制御経路選択
処理を終了する（Ｓ２０８）。
【０１０６】
　０系の遠隔制御経路に故障が存在している場合（Ｓ２０２におけるＮＯ）、遠隔制御経
路判定部１１は、１系の遠隔制御経路（通信装置６との間の制御経路）の正常性確認を行
う（Ｓ２０５）。１系の遠隔制御経路が正常である場合（Ｓ２０５におけるＹＥＳ）、遠
隔制御経路判定部１１は、１系を遠隔制御経路として選択し、制御フレーム生成部１０３
に制御フレーム生成を指示する（Ｓ２０６）。
【０１０７】
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　さらに、遠隔制御経路判定部１１は、コマンド選択部１２に１系選択の指示を行い（Ｓ
２０７）、遠隔制御経路選択処理を終了する（Ｓ２０８）。１系の遠隔制御経路に故障が
存在している場合（Ｓ２０５におけるＮＯ）、遠隔制御経路判定部１１は、再度、ステッ
プ２０１より遠隔制御経路の判定フローを実行する。
【０１０８】
　次に、図９を参照して、ユーザアクセス装置３が、ＡＣＴ系の遠隔制御経路を、０系の
遠隔制御経路から１系の遠隔制御経路に切り替える処理（各制御経路の状態を決定する処
理）を説明する。この処理は、図３又は図４を参照して説明したシーケンスに適用するこ
とができる。ユーザアクセス装置３における遠隔制御経路判定部１１が、この選択処理（
判定処理）を実行する。
【０１０９】
　図９は、０系選択状態にあるユーザアクセス装置３による遠隔制御経路判定処理３００
のフローチャートを示している。遠隔制御経路判定部１１は、制御フレーム終端部１０４
ａ、１０４ｂ及び装置警報収集部１４より、正常故障情報を取得する（Ｓ３０１）。遠隔
制御経路判定部１１は、取得した正常故障情報により遠隔制御経路の判定を行う。
【０１１０】
　具体的には、遠隔制御経路判定部１１は、まず、選択系である０系の遠隔制御経路の正
常性確認を行う（Ｓ３０２）。０系の遠隔制御経路に故障が発生している場合（Ｓ３０２
におけるＮＯ）、遠隔制御経路判定部１１は、非選択系である１系の遠隔制御経路の正常
性確認を行う（Ｓ３０３）。１系の遠隔制御経路が正常である場合（Ｓ３０３におけるＹ
ＥＳ）、遠隔制御経路判定部１１は、１系の遠隔制御経路をＡＣＴ系の遠隔制御経路とし
て選択する。
【０１１１】
　遠隔制御経路判定部１１は、制御フレーム生成部１０３に制御フレームの生成を指示し
（Ｓ３０４）、さらに、コマンド選択部１２に１系選択の指示を行う（Ｓ３０５）。以上
により、遠隔制御経路選択処理を終了する（Ｓ３０７）。
【０１１２】
　０系の遠隔制御経路が正常である場合（Ｓ３０２におけるＹＥＳ）、遠隔制御経路判定
部１１は、再度ステップ３０１より遠隔制御経路の判定フローを実行する。１系の遠隔制
御経路において故障が発生している場合（Ｓ３０３におけるＮＯ）、遠隔制御経路判定部
１１は、初期状態へ遷移し（Ｓ３０６）、遠隔制御経路選択処理を終了する（Ｓ３０７）
。初期状態への遷移は、図８を参照して説明した初期状態の遠隔制御経路選択処理に状態
を遷移することを意味する。
【０１１３】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明が上記の実施形態に限定される
ものではない。当業者であれば、上記の実施形態の各要素を、本発明の範囲において容易
に変更、追加、変換することが可能である。上記構成において、ユーザデータの経路と制
御経路とは同一の物理ライン上に存在するが、これらは異なる物理ラインにより伝送され
てもよい。
【０１１４】
　ユーザアクセス装置は、初期状態からの現用系制御経路の選択において、一部（上記例
において１つ）の制御経路のみの正常性確認処理（正常性のチェック）を行い、正常であ
ることを確認できた場合に現用系の制御経路として選択してもよい。上述のように、シス
テムはキャリア管理網１８とキャリア通信網２との間の制御経路においても障害検知及び
制御経路の切替を行うことが好ましいが、設計によってはその機能を省略してもよい。
【０１１５】
　本発明は、管理システムからのユーザアクセス装置の遠隔制御に好適であるが、通信装
置が、管理システムから指示なく、ユーザアクセス装置を直接制御するシステムにも適用
でき、通信装置と異なる装置がユーザアクセス装置を制御してもよい。本発明は、第２レ
イヤ、特にイーサネットにおける通信制御に好適であるが、本発明を他の通信プロトコル
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【０１１６】
　本発明は、２種類以上のキャリア通信網を備えるシステムに適用することができる。そ
の構成において、複数種類のキャリア通信網は、ユーザデータを転送する１つのデータ通
信網を構成している。本発明は、専用線とは異なるサービスを提供するシステムに適用す
ることができる。
【符号の説明】
【０１１７】
１　キャリア管理システム
２　キャリア通信網
３、４　ユーザアクセス装置
５、７、６、８　通信装置
９、１０　ユーザ端末
１１　遠隔制御経路判定部
１２　コマンド選択部
１３　コマンド処理部
１４　装置警報収集部
１５、１６　ユーザフレーム選択部
１７　ユーザ端末ＩＦ部
１８　キャリア管理網
１００ａ、１００ｂ　通信装置ＩＦ部
１０１ａ、１０１ｂ　イーサネットＩＦ部
１０２ａ、１０２ｂ　送信部
１０３ａ、１０３ｂ　制御フレーム生成部
１０４ａ、１０４ｂ　制御フレーム終端部
１０５ａ、１０５ｂ　受信部
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